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資料1-2-11　主に利用しているサーチェンジン(1997年-1999年）　　資料1-2-12　個人ホームページの開設有無(1999 年) N=1,606
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インターネット白書'99c インプレ ス，

Access Media International&IAJ,  1999

資料1-2-13　個人ホームページの開設有無(1998 年) N  = 1,567
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インターネット白書'99c インプレ ス，

Access Media International&IAJ, 1999

サーチェンジン(検索サービス)については

9割筵llのインターネット利川軒が利川してい

る。昨年までの調査でも利川率は高かったが、

現在もその利用はさらに仲び続けている。

従来からサーチェンジンはインターネットを

利川して情報収集する際の基本サービスとい

う位置付けであったが詞 人当たりの利JI｣率が

高い点が人きな特徴といえる。これは利用者

が複数のサイトを使い分けていることが人きな

要閃であるが､ さらにサービス提供側が他社

との差別化を図るためにさまざまな特色を持

たせてきたことや､ 最近ではポータルサイトと

しての個人向けカスタマイズサービスなどを

現在、開設

している

8.9%

行 な う サ ー チェ ン ジンが 増 加し たこともそ れ

に 拍 車を かけ て いる。

サ ー チ ェ ン ジ ン を 倒 別 で み る と老 舗 の

｢Yahoo!JAPAN｣ が 最も 支持 されており、利川

者 全 体の82.0％となってい る、本I凋査始 まって

以 来7 割 以ll の 支持 を受 け て きた が 、株 式 の

公 開 などか ら初 心者 梢 にも名 前 が浸 透し てお

り、今 川もさらに 利 用 率を 十｡げ て いる。

また 、今Il ll の 調 査 で は2 位、3 位 が 大 きく伸

び た 点 が 注|| さ れる。 昨 年 初 登場2 位 だった

｢ ｇｏｏ｣ は46.9% と2.5 倍 川 と なり 、３位 の

｢infoSeek Japan｣ も34.1% の 支持 を 集め た 。

今 川初登 場の｢excite Japan｣ も9.5％となって

インターネット白書'99c インプレス，

Access Media International&IAJ,  1999

解 説

い るが､ こ れは 英 語 版で の 知 名 度の 高 さから、

支 持 を獲 得し たもの で あるとい えるO

個 人 ウェブ サ イト、ホー ムペ ージの 開 設に つ

い ては｢ 現 在 、開 設して いるJ1日|答者 が17.6% 、

｢ 今後 開､没し たい｣ が33 」％と全 体の 半 数は 感

心 が 高い 。これ は最 近 ワープロソフトにHTML

作 成 機 能 が 含 まれたり、個 人向 け のＨＴＭＬ作

成 ソフトが 多く出荷 され るように なったことも大

きく影響 してい る。

(矢 野さよみ

アクセス メディア インターナショナル株式会社)
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